
 

さがみはら津久井産材の 

「チラシ・カタログ・ロゴ」が完成しました!! 
  

 さがみはら津久井産材利用拡大協議会（※１）の皆様のご協力により、さがみはら津久井

産材の普及啓発用の「チラシ」「カタログ」「ロゴ」が完成しましたのでお知らせします。 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（市ＨＰ）チラシとカタログは、こちらからご覧いただけます。 

https://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/kurashi/kankyo/shinrin/1008202/1023049.html 
 
 
 

※さがみはら津久井産材 

相模原市内で生産された針葉樹、広葉樹等の木材。 

丹沢山の北側の寒冷な土地で育ち、年輪の目が詰まり虫

食いが少ないと言われています。 

令和３年４月３０日 

相模原市発表資料 

問合せ先 

 森林政策課 

 電話 042-780-1401 

 担当 歌田・神保・岡本 

※１ さがみはら津久井産材利用拡大協議会（事務局 森林政策課）とは 

林業関係事業者１７者、オブザーバー（神奈川県森林保全課など）で構成する協議会。さがみはら津久井産材

の利用の拡大を図るとともに、本市の林業の振興に寄与することを目的としています。 

●ロゴ 

さがみはら津久井産材の公式ロゴマーク。 

「多様な生物が活き活きと暮らす豊かな森。そこに住む微生

物のような、妖精のような子」のイメージです。 

今後、様々な場面で登場しますので、ぜひ探してみてくださ

い。 

さがみはら津久井産材公式ロゴ 

「つくいのき」 

●チラシ 

津久井産材の普及啓発を目的としたチラシ。 

思わず手に取ってみたくなるようなユニークなデザインで、

津久井産材に関する情報が満載です。公民館や図書館等で配布

するほか、市ＨＰで閲覧できます。 

●カタログ 

現行の津久井産材製品カタログを大きくリニューアルしま

した。手に取りやすいＡ５サイズで、津久井産材で製作された

木製品を掲載しています。今後、各種イベント等で配布するほ

か、市ＨＰで閲覧できます。 

https://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/kurashi/kankyo/shinrin/1008202/1023049.html
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古くは江戸の時代より相模川を通じて街に材木を届けた津久井地区はいわば “木材の名産地"です。
その品質はまさに“ブランド材"。 高い評価と昨今の地元材への注目の高まりから、日に見える形でエン

ドユーザーまで届ける取り組みが始まつています。
こんな工夫をし

て津久井産材

を業者間で管

理し、お客様
へ品質を証明

しています
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1  家の建材は暮らしの一部です。この建材に最も適
しているのは、その地域の気温や湿度といつた自然

環境で育つた地元材。環境に適応した木材は、湿潤
~ 
機能に優れ丈夫で長持ち、季節ごとの室内空間を快

適にしてくれます。そして、周辺の森林環境の改善

に大きな役割も果たします (来ヽ
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※このフロー図は、木材の一般的な流通モデルを示したもので、実際の流通においては取引状況により異なることがあります。     川ust旧●Oned by ttchan
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さがみはら津久井産材公

式ロゴマーク

多様な生物が

'き

き活きと

暮らす豊かな森。そこに

住む微生物のような

妖精のような子。そんな

イメージで作 りました.

津久井産材の一きβには

焼印がpさ れています
ので探してみてね。てますか? そうです、持続可能な開発目標

これからは
″
持続可能な社会の実現

″
がもは

t地域の暮らしに層1染むような木材のある生
「の活用は世界的トレンドでもあるのです。_J

直豪甍闘面熙癬m劫し

や必須条件の時代。地域の暮らしに層1染むような木材のある生

例えばリフォームやウッドデッキ、家具や木工品作りなど、身近なものに

私たちを活用することで C02削減、豊かな森作りに貢献することができ私

たちのパートナーである林業や製材業やカロエ業を守ることにも繋がります♪

今、伐採と新たな植林の時期を迎えている津

久井の森林。スギやヒノキは植林して50～70

年が伐採適齢期と言われています。そして伐っ

た後に植林すれば、若い木々は二酸化炭素をた

くさん吸収し、多くの酸素を生成してくれます。

地元の自然環境に好影響を与える津久井の地

元材は今が使いどき、まさに旬の材木なのです !
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20年～30年後、津久井の森は若い木々が活躍しているでしようか ?「さがみはら津久井産
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ご存知ない方も多いかもしれませんが、「さがみはら津久丼産材」の利用に対し

て相模原市の補助金制度が適用されるケースがあります。詳細な条件については

相模原市のホームページヘ I(右の QRコ ー ドからもご覧いただけます)

原作 :M太郎
作昌 :きをうあや

さがみはら津久井産材利用促進・普及啓発事業補助金に関する詳細はコチラ↑




















